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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年５月 13 日に公表した平成 23 年３月期（平成 22 年４月１日～平成

23 年３月 31 日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成 23 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

 (1) 連結 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 13,500 40 185 130 10.46 

今回修正予想（Ｂ） 14,000 370 520 460 37.01 

増減額（Ｂ－Ａ） 500 330 335 330 － 

増減率（％） 3.7 825.0 181.1 253.8 － 

（ご参考） 

前年同期実績 
(平成 22 年３月期) 

9,601 △1,174 △1,108 △1,103 △88.79 

 

 (2) 個別 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 10,700 20 60 55 4.42 

今回修正予想（Ｂ） 11,000 230 290 260 20.92 

増減額（Ｂ－Ａ） 300 210 230 205 － 

増減率（％） 2.8 － 383.3 372.7 － 

（ご参考） 
前年同期実績 
(平成 22 年３月期) 

7,357 △1,042 △925 △940 △75.67 

 

２．業績予想修正の理由 

 当社の基幹事業である半導体関連マーケットにおきましては、10 月以降は調整期に入っており、第４

四半期は厳しい状況で推移するものと予想されますが、第２四半期までは堅調に推移したことなどにより、

売上高及び利益も順調に計上することができました。この結果、通期の業績については、平成 22 年５月

13 日に公表した通期業績予想の売上高並びに営業利益、経常利益及び当期純利益を上回る見込みとなり

ました。 

 
（注）上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおり

ます。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

以   上 


